
社会学委員会分科会の設置について 

 

 

分科会等名：ジェンダー・世代等の交差と包摂分科会 

 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

社会学委員会 

２ 委員の構 成 20名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的 ポスト工業化社会が直面する社会問題の解決を目指し、社

会科学的な分析をもとに、包摂的社会の実現に向け政策的展

開を議論する。本分科会では、ジェンダーと世代の交差に着

目しつつ、現代社会の分断のメカニズムについて、社会学的、

社会福祉学的、そして社会政策学的観点を中心に議論する。 

本分科会は、平成 21年以来議論してきた「包摂的社会政

策に関する多角的検討分科会」における流れを踏まえ、「ジ

ェンダー研究分科会」での議論も組み込みつつ発展的に運営

する。 

今期は、現在の日本社会における孤立や分断をめぐる状況

や、社会と個人の責任の在り様、雇用や教育、社会保障の在

り方等について検討する予定である。 

４ 審 議 事 項 社会的包摂に関連する概念やジェンダーと世代の交差と関

連した分断の解消に向けた政策に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和６年１月 25日 ～ 令和８年９月 30日 

６ 備    考  

 


